
金
滞
古
蹟
志
巷
占
ハ

け
、
演
野
川
漣
藩
士
の
下
邸
多
く
延
焼
す
。
但
し
此
の
時
城
内
は
無

難
た
り
と
あ
り
。
右
雨
度
の
火
災
に
依
っ
て
堂
形
前
諸
士
邸
宅
を
移

榔
命
ぜ
ら
れ
.
火
除
地
と
は
成
り
た
る
た
ら
ん
。
金
樽
町
合
所
留
記

に
載
せ
た
る
賓
永
二
年
五
月
生
駒
高
兵
衛
等
連
署
般
に
、
本
堂
形
前

御
用
之
明
屋
敷
に
放
行
の
牛
飼
共
牛
を
放
ち
置
く
事
を
指
止
め
さ
せ

た
る
よ
し
見
b
、
十
二
冊
定
書
に
載
せ
た
る
延
享
三
年
十
一
月
山
森

藤
右
衛
門
の
言
上
替
に
、
本
堂
形
前
御
用
明
屋
敷
並
に
金
海
中
所
々

明
屋
敷
へ
鹿
芥
を
扮

τ、
共
の
上
地
形
を
掘
り
土
を
取
り
、
荒
地
多
に

相
成
る
由
記
載
す
。
叉
改
作
所
奮
記
に
殺
せ
た
る
享
保
三
年
正
月
の

寄
付
に
、
石
川
郡
・
河
北
郡
駒
帳
建
a
御
蕗
-
候
慮
、
天
集
'
次
第
手
寄
之

所
ま
で
駒
共
牽
き
寄
せ
候
様
被
ι
仰
出
一
去
h

周
年
之
湿
り
石
川
郡
分
は

古
堂
形
、
河
北
郡
分
は
新
堂
形
ま
で
牽
き
参
り
候
様
に
可
v
被
昌
仰
渡
-

と
あ
り
。
右
は
馬
市
に
付
き
て
郡
方
上
り
駒
共
を
盛
・
き
来
り
け
る
故

也
。
是
も
堂
形
前
は
火
除
地
と
成
り
て
庚
き
盆
地
た
れ
ば
た
り
。
叉

磁
回
公
年
穏
に
、
享
保
十
四
年
四
月
廿
二
日
千
石
町
御
用
地
之
内
方

々
水
溜
被
昌
仰
い
付
-
と
い
へ
ど
も
、
烏
付
鮮
も
無
v
之
に
付
、
大
槻
停
誠

屋
敷
之
内
へ
掛
入
れ
、
水
道
付
け
直
し
、
春
水
は
千
石
町
往
還
之
道
際

最
前
之
通
り
に
相
通
し
、
共
の
外
水
溜
掘
・
土
取
穴
等
寄
々
僑
v
担
.

今
般
堂
形
前
居
住
之
人
持
組
等
居
屋
敷
揚
地
被
=
仰
付
-
人
々
、
三
千

石
前
田
内
磁
助
・
二
千
石
藤
田
灘
五
・
二
千
五
拾
石
茨
木
左
太
夫
・
千

八
拾
石
見
玉
摘
平
次
・
九
百
石
平
岡
普
八
郎
・
六
百
五
拾
石
津
田
故
頭

市
右
衛
門
・
五
百
石
不
破
忠
太
夫
・
四
百
五
拾
石
不
破
市
左
衛
門
・
五

百
石
阿
部
十
左
衛
門
・
三
百
石
庄
国
主
税
・
三
百
石
多
胡
嘉
藤
次
・
二

百
五
拾
石
山
岸
源
太
夫
・
二
百
石
奥
村
五
左
衛
門
・
百
五
拾
石
武
藤
牧

太
・
定
番
御
歩
五
十
俵
不
破
助
太
夫
‘
以
上
十
五
人
各
屋
敷
替
被
昌
仰

付
二
相
一
地
面
火
除
地
に
相
成
り
、
同
年
六
月
中
旬
温
而
替
地
可
v
被
v
下

旨
被
=
仰
渡
-
と
あ
り
て
、
此
の
時
よ
り
堂
形
前
悉
く
明
地
に
相
成
り
、

惣
健
草
生
ひ
茂
り
、
或
は
桐
十
回
一
植
ゑ
付
け
命
ぜ
ら
れ
、
庚
大
抵
る
盆

地
た
り
し
か
ど
、
竹
津
殿
譜
替
に
付
、
文
政
二
年
以
来
小
立
野
の
皐

校
を
初
め
、
前
囲
内
蔵
助
以
下
再
び
堂
形
前
へ
移
縛
を
命
ぜ
ら
れ
、

共
の
後
も
迫
々
諸
士
の
邸
地
と
成
り
、
拙
側
t

狭
み
た
る
底
、
慶
藩
の
際

串
校
の
後
園
地
を
悉
〈
園
ひ
内
と
成
し
、
明
治
六
年
膝
鹿
を
此
の
地

に
建
て
ら
れ
し
後
は
盆
地
ど
も
梯
下
に
成
り
、
武
土
地
も
悉
く
町
家

と
た
し
、
柳
の
盆
地
も
泣
く
、
商
家
連
携
し
て
今
日
の
体
裁
と
成
り

た
り
。

。
石
浦
紳
祉

金
滞
古
蹟
志
血
管
占
ハ

、
e ， 

O 

金
谷
御
門
之
外
よ
り
才
川
大
橋
へ
御
通
行
道
之
た
め
、
右
御
用
地
之

内
筋
違
に
道
鴬
v
付
可
v
申
皆
、
若
年
寄
共
b
被
a
仰
出
-
と
い
ふ
事
見
え

た
り
。
さ
れ
ば
寧
保
の
末
頃
陀
至
り

τも
、
堂
形
前
よ
り
千
石
町
・
松

原
町
・
金
谷
門
前
へ
か
け
、
惣
健
野
原
に
て
人
家
よ
り
遥
々
隔
た
り

し
故
に
、
野
中
に
水
溜
掘
を
所
々
に
掘
り
て
水
鳥
を
付
か
せ
、
此
の

地
に
臆
の
mm
合
せ
を
た
し
給
は
ん
と
て
、
溜
掘
を
命
ぜ
ら
れ
し
と
聞

ゆ
。
是
等
に
て
も
そ
の
か
み
庚
き
野
原
た
り
し
事
知
ら
れ
け
る
。
御

用
地
と
あ
る
は
火
除
地
に
注
し
置
か
れ
け
る
ゆ
ゑ
怠
る
ペ
し
。
或
人

目
く
‘
堂
形
前
は
昔
は
晩
景
よ
り
は
往
来
人
も
稀
た
り
し
故
に
、
夜

中
な
ど
盗
賊
に
逢
ひ
た
る
話
共
多
く
残
れ
り
。
是
等
の
事
に
て
再
び

諸
士
の
居
屋
敷
に
成
る
事
に
愈
議
あ
り
て
賜
は
り
け
ん
。
大
槻
内
誠

允
が
屋
敷
を
は
じ
め
千
石
町
の
地
港
、
享
保
以
後
寛
保
・
延
享
比
よ
り

遁
々
明
地
を
ぽ
緒
士
の
邸
地
に
賜
は
り
、
次
第
に
盆
地
狭
ま
り
け
る

底
、
賓
暦
九
年
四
月
十
日
暁
寺
町
よ
り
出
火
し
.
甫
風
強
〈
、
犀
川
を

越
え
、
十
三
間
町
・
竪
町
・
片
町
よ
り
堂
形
前
へ
焼
け
通
り
、
城
内
悉

く
延
焼
し
、
尾
張
町
等
よ
り
滋
野
川
を
越
え
、
戸
数
一
高
二
千
絵
焼

失
す
。
是
園
初
以
来
の
大
火
也
。
此
の
火
災
に
依
っ

τ堂
形
前
居
住

の
緒
士
数
名
綿
地
を
命
ぜ
ら
れ
た
り
。
寅
暦
九
年
火
事
記
に
云
ふ
。

営
枇
は
、
往
古
加
賀
郡
石
浦
郷
七
村
の
氏
紳
に
て
、
石
浦
山
王
と
稽

し
、
石
浦
村
陀
銀
座
す
。
醤
枇
地
は
‘
今
石
浦
町
の
裏
、
右
衛
門
橋

下
、
長
町
三
呑
町
入
口
趨
香
・
白
井
の
元
第
地
に
て
、
今
葛
晶
也
氏
の
邸

地
に
、
駐
跡
と
て
雑
木
茂
り
て
遣
社
存
在
す
。
抑
ぷ
品
枇
草
創
以
来
の

来
歴
、
奮
記
等
僻
来
せ
ざ
る
故
に
鮮
か
た
ら
や
。
事
保
十
二
年
に
所
昌

記
撰
-
之
石
浦
長
谷
観
音
縁
起
に
云
ふ
。
行
基
大
徳
刻
a
十
一
面
隼
像
吋

而
自
粛
昌
持
於
加
州
石
浦
吋
而
摸
昌
勝
区
-
構
昌
究
官
↓
以
昌
一
太
平
十
一
年
四

月
朔
日
-
始
開
眼
供
養
云
々
。
行
基
亦
依
a
郡
吏
之
諦
-
作
且
薬
師
如
意
輸

等
悌
菩
薩
之
像
-
乗
=
本
牟
↓
以
勤
=
諦
山
主
催
現
↓
開
眼
供
養
而
第
=
地
主

機
現
-
云
々
。
是
以
合
郡
官
吏
寄
=
附
磁
典
-
撲
福
山
傘
吋
ア
郷
庶
民
進
a

奉
祭
供
-
稽
=
氏
紳
?
英
後
永
加
a
修
覆
↓
…
幾
百
累
世
以
矯
昌
郡
郷
之
惣
枇
↓

子
v
時
係
a
天
正
之
兵
火
-
而
壷
焼
亡
云
々
。
と
蹴
せ
た
る
山
王
権
現
是

訟
り
。
究
延
二
年
の
由
来
書
に
も
、
首
位
は
山
王
植
現
惣
本
地
凝

師
如
来
・
客
紳
大
明
紳
本
地
十
一
面
観
音
・
市
姫
宮
本
地
如
意
輪
観

音
、
右
の
三
隼
は
往
古
天
平
年
中
よ
り
安
置
し
、
石
浦
郷
之
惣
枇
也

と
記
載
す
。
係
昌
夫
正
之
兵
火
-
而
蜜
焼
亡
と
い
へ
る
も
の
は
、
今
枇
臓

の
慶
長
十
一
年
八
月
廿
三
日
石
浦
七
村
氏
子
連
事
訴
放
に
、
か
の
え

た
つ
の
年
三
月
九
日
に
闘
中
-
侃
引
申
候
。
共
時
て
さ
み
だ
う
を




